
令和7年度 宮城県建設工事表彰式の表彰について

この度、令和7年度宮城県建設工
事表彰式において、仙台本社 施
工管理部技師安達宏さんが表彰
されました。
上大沢ダム設備の改良工事にお
いて彼の手腕で優秀な成績を収
められました。
今回は安達さんに表彰について
お伺いしました。
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鬼首上大沢川

Q.今回の施工や表彰を通じて、得られた学びや、印象に残って
いることは？
A.今までにやったことのない作業が多く、新鮮な気持ちで
取り掛かることができました。ただこれまでの経験を通じ
応用して活かせることもあり、工程を無理なく進めることが
できました。
今までの経験の積み重ねが本当に大切なものだと考える
ことができました。

Q.社会貢献の一種としてスマイルサポーターも取り組まれてい
ましたね。
A.はい、年数回行っている清掃活動の他に工事現場の近辺でも
清掃活動を行いました。
他社員を募って献血にも行きましたね。
微力ですが、地域貢献を行えたことを嬉しく思います。

Q.最後に、社内の皆さんにメッセージをお願いします。
A.何事も経験！
初めての作業は緊張や怖い部分もあるけど、会社には親身に
相談に応じてくれる上司や先輩がおりますので
心配はいりません。
積み重ねていけば自分のスキルアップに繋がります。
なんでも挑戦していきましょう！

Q.今回の表彰について、率直な感想をお聞かせください。
A.自分が担当した現場について評価していただき誠に光栄です。
もちろん自分の力だけではなく、協力会社様や会社の上司・同僚
に協力していただきたことが非常に大きかったです。
一つの現場を協力して完工したことを評価してもらえると
いうのは素直に嬉しいです。

Q.施工にあたり、特に意識、工夫された点や、苦労されたことは？
A.現場作業員及び第三者に怪我をさせることなく無事に終わらせる
ことを一番意識してました。
非常に危険な足場作業もありましたが、朝礼の際の呼びかけや
作業中の気配り、また協力会社様も注意して作業されていたので、
無事故で終えられました。
冬季の工事だったため、雪の降る日も多かったので、毎朝雪かき
をしたりして協力会社様も安心して作業に取り組めるよう
意識しました。
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